
































































































































































































学 年 1学年 2学年 3学年 総授業時数
国語 105 105 105 315 
社会 70 70 70 210 
数学 105 105 105 315 
義
理科 70 70 70 210 
音楽 35 35 35 105 
美術 70 70 70 210 
保健体育 70 70 70 210 
選択 外国語 70 70 70 210 
教科
特例によって キャリア 210 210 210 6却
設置した教 マネジメント
手ヰ
道徳 35 35 35 105 
総合的な学習の時間 70 70 70 210 
特別活動 35 35 35 105 
自立活動 70 70 70 210 
合計 1015 1015 1015 3045 
表2 平成27年度指導形態別授業時数配当表
守品叫白 年 1学年 2学年 3学年 総授業時数
各教科等を 生活単元 245 245 245 735 
合わせた 学習
指導
国語 70 70 70 210 
社会 。 。 。 。
数学 70 70 70 210 
理科 。 。 。 。
音楽 35 35 35 105 
美術 70 70 70 210 
保健体育 70 70 70 210 
選択 外国語 70 70 70 210 
教科
特例によっ キャリア 210 210 210 6却
て設置した マネジメント
教科
道徳 。 。 。 。
総合的な学習の時間 70 70 70 210 
特別活動 35 35 35 105 
自立活動 70 70 70 210 







単元名 「私たちの東雲コーポレーションj （食品加工グルー プ）






















関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
自分の考えや思い 相手の意見を間い 相手の思いや意見 分業について理解
人間関係形成・ を相手に伝えるこ て，自分の考えを正 を正確に理解する し作業することが
社会形成能力 とができる。 確に伝えることが ことができる。 で、きる。
できる。
自己理解・
任された作業に意 自らの思考や感情 他者との協力や協 自分の持ち味を把
欲を持ち，遂行する を律することがで 働を主体的に行う 握し，力を発揮する
自己管理能力
ことができる。 きる。 ことができる。 ことができる。
自らが行うべきこ 作業に応じた道具 道具を安全・適切に 指示を理解し，作業
課題対応能力 とに意欲的に取り の選択ができる。 扱うことができる。 を行うことができ
組むことができる。 る。
集団の中での役割 目標に沿って作業 目標に沿って作業 自らが果たすべき
キャリアプラン
と責任を果たそう を行えているか振 を遂行できたか，達 様々な立場と役割
ニング能力





























































関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
自分の将来につい 状況を判断して， 相手に伝わるよう なぜ，あいさつや
人間関係形成・ て感心を持つ事が 場に応じたあいさ にあいさつや返 返事，連絡，報告を
社会形成能力 できる。 つや返事，報告，連 事，連絡，報告をす するのかがわか
絡をしている。 ることができる。 る。
自己理解・ 自分の役割を主体 自分で状況を考 一定の時間，指不 自分の役割を知
自己管理能力 的に行おうとして え，適切なふるま 内容に沿った作業 り，活動に取り組し、る。 いをする。 ができる。 む事ができる。
指示されたことを 仕事が適正に行わ 指示された仕事を 業務に応じた適切
課題対応能力 やってみようとす れたかを正しく評 遂行することがで な用具があること
る。 価している。 きる。 がわかる。
キャリアプラン 計画に沿って仕事 どのような計画を 実習計画を立てる 計画を立て，作業










実部勢現 平成27年6月に実施 平成27年 11月に実施 平成27年6月に実施
第1次 実習の計画（2時間） 実習の計画と予備実習 実習の計画（2時間）(4時間）
第2次 実習先でのマナー (1時間） 実習先でのマナー（ 1時間） 実習先で、のマナー（ 1時間）
第3次 公共の場で（ 1時間） 公共の場で（2時間） 公共の場で （2時間）
第4次 職場体験学習（6時間） 職場体験学習（ 1 8時間） 職場体験学習（2 4時間）














































関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
計画，実施におい 職場見学において お互いの意見をま 見学を通して，協
人間関係形成・
て他者と関わる事 質問内容を考え適 とめ計画を立てる カして働くこと




コミュニケーショ 身近な働く人の姿 自己の特性に応じ 職場見学に必要な
ンを図りながら組 を通して，自分た 無理のない計画を 情報について適切
自己理解・ 織の中で働く姿を ちの活動に活かす 立てることができ に扱う事ができ
自己管理能力 見て，白らも進ん 事ができる。 る。 る。
で協力しようとす
る。
互いの気付きや考 グ、ルー プで、の互い 分かりやすい伝え 自分なりの働くこ
課題対応能力
えを発表し合い， の考え方を共有し 方を工夫する事が とに対する考えを
考えを共有し合う て考えを深める。 できる。 深める事ができ
ことがで、きる。 る。
将来の仕事や働く 将来に向けて，今 見学計画をたて乗 色々な仕事や職種
キャリアプラン
ことに意欲をもっ できる事について り物を使って目的 があることを知り
















































関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
地域社会での防災 状況に応じてどの 周りの状況を判断 主主下校中は緊急、の
人間関係形成・ 意識を高める。 ような行動をとる し危険回避行動を 避難場所に行き，
社会形成能力 かを判断する。 とることができ 家族と出会うこと
る。 がわかる。
自らの特性に応じ どのような回避行 自己の特性に応じ 災害時に必要とな
自己理解・ て回避行動をとる 動が適切であるか た回避行動をする る自己の情報を適
自己管理能力 ことに関心を持 を考えることがで ことができる。 切に扱うことがわ
－＇°＿）。 きる。 かる。
様々な状況に応じ 状況を判断し，安 状況を判断し，適 状況判断を適切に
課題対応能力
た行動をとること 全のために必要な 切な回避行動を実 行うことにより危
に関心を持つ。 行動を考えること 行することができ 険を回避できるこ
ができる。 る。 とがわかる。
災害時の防災行動 社会生活の中で遭 地域の様々な情を 日ごろから防災意
キャリアプラン
を計画することに 遇する様々な危険 収集し防災・危険 識を持ち，計画的
ニング能力





















































関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
他者の意見を聞く 自分の思いを相手 相手の意見を聞い 自分の置かれてい
人間関係形成・
ことに意欲を持つ に伝えたり，他者 たり，自分の意見 る状況や，自分に
社会形成能力
ている。 の思いを受け止め を伝えたりするこ 必要な知識や技
たりしている。 とができる。 能，能力，態度がわ
かる。
自分の進路につい 自分の進路の実現 自分のやるべきこ 自分がやるべきこ
自己理解・
て前向きに考えよ に向けてやるべき とに集中し，自制 とを理解するとと
自己管理能力
うとしている。 ことを判断してい して取り組むこと もに，ストレスへ
る。 ができる。 の対処の仕方がわ
かる。
さまざまな情報を 進路を実現する上 課題の解決に向け 進路実現に向けて
主体的に選択し での課題を発見 て計画を立案し， の課題をどのよう
課題対応能力 活用しようとして し，分析している。 実行することがで に解決していけば
し、る。 きる。 よし、か理解してい
る。
自分の将来設計を さまざまな情報を 進路実現に向けて 学ぶことや働くこ
キャリアプラン 立てることに意欲 取捨選択・活用し 主体的に行動し， との意義を理解し










第1次 進路を語る会（2時間） 進路を語る会（2時間） 上級学校の生活 （2時間）
第2次 私の未来予想図（2時間） 私の未来予想図（2時間） 進路を語る会（2時間）
第3次 私と生活（2時間） 仕事と生活（2時間） 余暇の過ごし方 （2時間）














































関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
協力して説明会を 他者の意見を取捨 他者や自分の意見 自らの意見を伝え
人間関係形成・ 行うことに意欲を 選択できる。 から説明にふさわ るよりよい方法を
社会形成能力 持つ。 しい意見を選択す 理解することがで
ることができる。 きる。
自ら学習したこと 担当箇所につい 他者と協力して説 活動によって学習
自己理解・ を伝えることに意 て， よりよくイ云わ 明資料の作成がで したことを理解で
自己管理能力 欲的である。 る方法を工夫する きる。 きている。
ことができる。
自分の役割を意欲 自らの役割遂行の 質問に対して的確 質問の内容を理解
的に遂行すること ために行うべきこ な受け答えができ し， E確な受け答
課題対応能力 ができる。 とを判断し行動す る。 えができる。
ることができる。
今後の活動のため 説明したいこと 今後の活動に生か 学習の目的や内容
キャリアプラン の改善点を意欲的 が，相手に伝わっ せる意見を発信す を理解し，他の学




































































関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
自分も社会の一員 地域の人々のこと 地域の人々のこと 自分も地域で暮ら
人間関係形成・ であることに関心 を考えて，自分ので を考えて行動する す一人であること
社会形成能力 を持つことができ きることを考える ことができる。 を理解できる。
る。 ことができる。
任された作業を最 他者と協力の場面 他者との協力や協 自分の持ち味を把
自己理解・ 後まで遂行するこ で，より良し、行動を 働を主体的に行う 握し，地域の中でで
自己管理能力 とができる。 選択することがで ことができる。 きることを考える
きる。 ことができる。
自らが行うべきこ 自らが行うべきこ 行動に必要な準備 自らの役割を理解
課題対応能力 とに意欲的に取り とを判断し行動す を他者と協力して し，行動することが
組むことができる。 ることができる。 行うことができる。 できる。
社会の一員として 目標に沿って行動 目標がどれくらい 社会の中で自らが
キャリアプラン
の役割と責任につ できているか判断 達成できたか評価 果たすべき様々な





























































関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
共に生活していく 健康的なバランス 分担・協業して調 家庭内や地域で暮
人間関係形成・ 家族や地域社会に のとれた食生活や 理実習などの活動 らすための「食
社会形成能力 ついて食の面から 安全な食環境につ ができる。 のありかたj を理
関心を持つ。 いて考える。 解できる。
自己理解・
自分の周りの食環 自分にとって健康 簡単な献立を作 自分の課題と役割
境や他者との違い 的な食生活とは何 り，調理を行うこ について理解でき
自己管理能力
に気づく。 かを考える。 とができる。 る。
バランスの良い食 食生活の中での問 目的にあった調理 なぜ栄養ノミランス
課題対応能力
生活に関しての関 題点を判断し， 器具を安全に使用 が重要かを正しく
心を持つ。 完全策を考えるこ することができ 理解する。
とができる。 る。
健康的な生活につ どのように食べ 継続的に栄養パラ 人にとって安全で
キャリアプラン
いて考え，「食jへ て，いきいきと暮 ンスを振り返り， 健康的な食環境に
ニング能力




































































































































































































































































































































































Curriculum Development to Promote the Ability to Live in Society-Social and Vocational Independence 
through a Special Support Class at Junior High School 
Tomoko FUJII, Mai ODAHARA, Tsutomu NISHI, Ayako MUKAI 
Takashi HAYASHI andAkihiko WAKAMATSU 
Abstract. With the ongoing globalization in society, it is necessary to develop a new type of curriculum to prepare today's 
students for their future lives, especially their careers. TI1e curriculum developed in this study places an emphasis on vocation 
and home life, and it includes a new subject-Career Management-which deals with social life. The lessons in each unit for 
this subject were evaluated using reference criteria and in terms of four career abilities. From these results, adjustments were 
made to the lesson content, and the effect of the new curriculum was measured. The curriculum was found to be effective for 
students, their parents, and teachers. It will be necessary in a future study to examine ways of developing the associated 
learning process and assess its effects with regard to promoting competencies. 
Key Words: Special support education, Career education, Curriculum development 
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